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*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
ポリ(オキシエチレン)=ノニルフェニルエーテル類（ノニルフェノールエトキシレート）（重合度

が 1 から 15 までのもの）の内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、

エストロゲン様作用を示すこと、試験管内試験の報告において、魚類精巣細胞への影響を示すこと

が示唆された。 
 
(１)生態影響 

 Balch と Metcalfe(2006)によって、ノニルフェノールエトキシレート (NP1EO、Huntsman 
Corporation、実験室的に合成した高純度品) 10、30、100、300μg/L(設定濃度)に孵化１日後から

100 日間ばく露したメダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されている。その結果として、

300μg/Lのばく露区で、雌雄第二次性徴を併せ持つ個体率の高値が認められた。なお、生存率、

体重、体長、表現型雄における間性出現率には影響は認められなかった。 
  また、ノニルフェノールエトキシレート(NP4EO、Surfonic® N40、Huntsman Specialty Chemicals、

分析によると 1EO～12EO 混合物) 10、30、100、300、1,000μg/L(設定濃度)に孵化１日後から

100 日間ばく露したメダカ(O. latipes)への影響が検討されているが、生存率、体重、体長、雌

雄第二次性徴を併せ持つ個体率、表現型雄における間性出現率には影響は認められなかった。 
また、ノニルフェノールエトキシレート(NP9EO、Surfonic® N95、Huntsman Specialty Chemicals 

Corporation、分析によると 1EO～12EO 混合物) 10、30、100、300、1,000μg/L(設定濃度)に孵化

１日後から 100 日間ばく露したメダカ(O. latipes)への影響が検討されているが、生存率、体重、

体長、雌雄第二次性徴を併せ持つ個体率、表現型雄における間性出現率には影響は認められな

かった。 
 想定される作用メカニズム：エストロゲン様作用 
 Le Gac ら(2011)によって、ノニルフェノールエトキシレート(Nonylphenol diethoxylate、Igepal® 

CO-210、Aldrich、組成は NP1EO 80%及び NP2EO 20%) 450、1,800nmol/L(設定濃度)に 13 ヶ月

齢から 21 日間ばく露した雄ニジマス(学名の記載なし)への影響が検討されている。その結果

として、1,800nmol/L のばく露区で、ばく露期間終了から 4.5 週間後の生殖腺体指数の低値(精
巣発達遅延も伴う)、ばく露期間終了後の血漿中ビテロゲニン濃度の高値が認められた。 

  また、ノニルフェノールエトキシレート(Nonylphenol diethoxylate、Igepal® CO-210、Aldrich、
組成は NP1EO 80%及び NP2EO 20%) 450、1,800nmol/L(設定濃度)に幼若齢から９日間ばく露し

た雄ニジマスへの影響が検討されている。その結果として、1,800nmol/L のばく露区で、ばく

露期間終了後の血漿中ビテロゲニン濃度の高値が認められた。 
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 想定される作用メカニズム：エストロゲン様作用 
 

(２)魚類精巣細胞への影響 

 Le Gac ら(2001)によって、ノニルフェノールエトキシレート(Nonylphenol polyethoxylate、Igepal® 
Co-720、Aldrich) １、10μMの濃度に３～4.5 日間(更に標識チミジン共存下＋24 時間)ばく露し

た成熟段階 II-IV ニジマス精巣由来生殖細胞への影響が検討されている。その結果として、

10μM の濃度区で細胞増殖率(基底状態又はインスリン様生長因子 IGF-1 共存下)の低値が認め

られた。 
  また、ノニルフェノールエトキシレート(Nonylphenol diethoxylate、Igepal® CO-210、Aldrich、

組成は NP1EO 80%及び NP2EO 20%) １、10、30μMの濃度に３～4.5 日間(更に標識チミジン共

存下＋24 時間)ばく露した成熟段階 II-IV ニジマス精巣由来生殖細胞への影響が検討されてい

る。その結果として、30μM の濃度区で細胞増殖率(基底状態又はインスリン様生長因子 IGF-1
共存下)の低値が認められた。 
 想定される作用メカニズム：精巣由来生殖細胞におけるインスリン様生長因子受容能力のか

く乱 
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（平成 29 年度第１回 EXTEND2016 化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 1-1 より抜粋） 
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